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（様式１） 

大阪市真田山幼稚園 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート）  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式２） 

 

現状と課題 
＜真田山幼稚園教育目標＞ 
「明るく、たくましく、心豊かな真田山っ子を育てる」 
＊健康で明るい子ども ＊自分で考える子ども ＊仲良く遊ぶ子ども  
＊人の話を聞く子ども 
＜真田山幼稚園の現状と課題＞ 
〇落ち着いて活動できる子どもが多い。気付いたことなどを発言することはできるが、友
達と意見や思いが食い違うとうまく言葉で伝え合い、自分たちで解決することが難し
く、我慢してしまったり、トラブルに発展したりすることがある。 

〇いろいろなことに興味、関心をもつものの、同じような遊びをすることが多く、主体的
に遊びを発展したり、根気よく取り組んだりする力が弱い。 

〇基本的生活習慣は身についているものの、必要性を感じながら、自ら進んで行うことが
難しい。 

〇クラス数が減り、園児や職員の数も減っている。そこをうまく生かしながら、今後はよ
り、子ども同士の関わりを深めたり、職員の連携を密にしたりしていく。 

〇今後の状況に応じて、子どもたちが安全に生活できるように保育や行事の内容などの見
直しが必要である。 

中期目標 
【安全・安心な教育の推進】 
○令和７年度の保護者アンケートで「安心して自分の思いを表出し、相手の思いにも気付
けるようになった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

〇令和７年度の保護者アンケートで「いろいろなことに自信をもって取り組むようになっ
た」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

 
【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
○令和７年度の保護者アンケートで「友達と思いを伝え合いながら、主体的に活動し、考
えたり工夫したりしながら遊べるようになった」の項目で肯定的意見が８０％以上にな
るようにする。 

○令和７年度の保護者アンケートで「自分の体を大切にし、楽しんで体を動かして遊ぶよ
うになった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

 
【学びを支える教育環境の充実】 
○進んで研修や研究に取り組み、保育を学び合う教師集団を育成していく。 
〇令和７年度の保護者アンケートで「家庭や地域へ教育内容を分かりやすく伝えている」
の項目で肯定的意見が８０％以上になるようにする。 

 

【安全・安心な教育の推進】 
園の年度目標 
○令和７年度の保護者アンケートで「安心して自分の思いを表出し、相手の思いにも気付
けるようになった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

〇令和７年度の保護者アンケートで「いろいろなことに自信をもって取り組むようになっ
た」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

 
【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
園の年度目標 
○令和７年度の保護者アンケートで「友達と思いを伝え合いながら、主体的に活動し、考
えたり工夫したりしながら遊べるようになった」の項目で肯定的意見が８０％以上にな
るようにする。 

○令和７年度の保護者アンケートで「自分の体を大切にし、楽しんで体を動かして遊ぶよ
うになった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

 
【学びを支える教育環境の充実】 
園の年度目標 
○進んで研修や研究に取り組み、保育を学び合う教師集団を育成していく。 
〇令和７年度の保護者アンケートで「家庭や地域へ教育内容を分かりやすく伝えている」
の項目で肯定的意見が８０％以上になるようにする。 
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大阪市立真田山幼稚園  令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

園の年度目標 

○令和７年度の保護者アンケートで「安心して自分の思いを表出し、相手の思いに
も気付けるようになった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

〇令和７年度の保護者アンケートで「いろいろなことに自信をもって取り組むよう
になった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【１ 安全・安心な教育環境の実現】 

子ども一人一人の実態や友達関係を把握し、安心できる環境づくりに取り組む。 
 

指標 ・学期に１回、園内委員会を開く。 

   ・月１回以上、子どもたちの様子について話し合う機会をもつ。 

取組内容②【１ 安全・安心な教育環境の実現】 

子ども一人一人がありのままの自分を大切にできるようにする。 
 

指標 ・教職員同士で連携し、学期に１回、心と身体を大切できるような指導をする。 

   ・CAP のプログラムを受講する。（５歳児）  

取組内容③【２ 豊かな心の育成】 

異年齢で交流し、自信をもって活動できる環境や保育内容を工夫する。 
 

指標 ・月１回以上、良いところや頑張っているところを他児と認め合う機会をも

つ。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 
 

次年度の改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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（様式２） 

大阪市立真田山幼稚園  令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

園の年度目標 

○令和７年度の保護者アンケートで「友達と思いを伝え合いながら、主体的に活動し、
考えたり工夫したりしながら遊べるようになった」の項目で肯定的意見が８０％以
上になるようにする。 

○令和７年度の保護者アンケートで「自分の体を大切にし、楽しんで体を動かして遊
ぶようになった」の項目で肯定的意見が８５％以上になるようにする。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

主体的に活動する中で、相手を思いやることができる子どもを育てるための保育を工夫

する。 
 

指標 ・月に１回以上、いろいろな人と関わる機会をもつ。 

取組内容②【３ 幼児教育の推進と質の向上】 

友達と一緒に考え合いながら遊ぶことを楽しめるような環境を工夫する。 
 

指標 ・就学前教育カリキュラムを週案作成に活用する。 

   ・学期に 1 回、教育課程を見直す。 

取組内容③【５ 健やかな体の育成】 

基本的生活習慣を身に付けられるような指導を工夫する。                   

指標 ・月に１回、保健指導を行う。  
取組内容④【５ 健やかな体の育成】 

楽しんで体を動かして遊べるような保育内容を工夫する。 
 

指標 ・学期に１回、公園を活用する。 

   ・月に１回以上、体を動かす機会をもつ。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 

次年度の改善点  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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（大阪市立真田山幼稚園  令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

園の年度目標  

○進んで研修や研究に取り組み、保育を学び合う教師集団を育成していく。 
〇令和７年度の保護者アンケートで「家庭や地域へ教育内容を分かりやすく伝えて
いる」の項目で肯定的意見が８０％以上になるようにする。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

研修、研究に進んで取り組み、一人一人の資質向上を図る。 
 

指標 ・年３回以上、園内研修を実施する。 

   ・研修した内容について伝え合う。  
取組内容②【９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

家庭や地域へ教育内容を発信する。 
 

指標 ・週１回以上、ホームページを更新する。 

   ・学期に１回以上、教育内容を分かりやすくまとめて、様々な方法で発信する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
次年度の改善点 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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